
SDGsとグリーンビルの仕事
〜グリーンビル世代が描く未来〜

GBJ学⽣ユース

GBJシンポジウム2021 学⽣企画セッション



GBJ学⽣ユースとは
⼀般社団法⼈グリーンビルディングジャパンが開催した
「第１回GBJ学⽣オピニオン・チャレンジ2020」への参加者を中⼼に発⾜。
⾼校⽣・⼤学⽣で活動。

<活動紹介>
・Arc School 学⽣プロジェクト
・GBJシンポジウムへの参加
・他の学⽣団体との交流
・ワークショップの開催(予定)



企画趣旨「SDGsとグリーンビルの仕事」
これからの社会をグリーンビルと共に⽣きていく

「グリーンビル世代」として、
環境に配慮した建物やまちづくりに関する仕事への関⼼が⾼い。

「⼤学」「⺠間企業」「⾃治体」という
それぞれ異なる⽴場からグリーンビルの仕事に携わられている

実務者の⽅へのインタビューを⾏い、
これからの社会のあるべき姿や、SDGs達成に向けて

グリーンビルが持つ可能性について考える。



⾚司 泰義 様

東京⼤学⼤学院 ⼯学系研究科
建築学専攻 教授

中条 瑛⼦ 様

株式会社 三菱地所設計
都市環境計画部

林 ⾥樹 様

札幌市 まちづくり政策局
政策企画部



インタビュアー

飯泉 慧⼤
開智⽇本橋学園⾼等学校３年

インタビュアー

森⽥ 澪奈
東葛飾⾼等学校２年

インタビュアー

⼤江 秋⿅
品川⼥⼦学院⾼等部３年

インタビュアー

⼩林 翼
⽔海道第⼀⾼等学校１年

モデレーター

吉野 知明
東京⼤学⼤学院修⼠１年



それでは、ご覧ください︕︕



グリーンビル世代が描く未来
データ駆動型のビルマネジメント(竣⼯時→運⽤時)

→さらなる省エネの実現・再エネ需給のバランス
「場から⼈へ」パラダイムシフトが起きる!?
従来の発想にとらわれない思考でチャレンジ

エリアマネジメントをする企業
まちづくりの計画を策定する⾃治体

→包括的にSDGsを考慮した⾏動が不可⽋である
SDGsを意識するきっかけの提供も重要!!

柔軟な発想や、知的好奇⼼を活かして、
積極的にグリーンビルに関わっていきたい︕


